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株式会社テイツー（JASDAQ7610） 

２００８年２月期業績概要 

 
 

売上高、利益ともに過去最高成績を達成 

 

 

○ 連結業績サマリー 

（単位：百万円） 

 2006/2 期 2007/2 期 2008/2 期 （前期比）

連結売上高 ３５，５５６ ４４，８７１ ４５，５６８ +1.6％

（古本市場事業） ３２，５４５ ４１，４３２ ４２，３３２ +2.2％

（アイ･カフェ事業） ２，５３９ ２，９５３ ２，８１６ -4.6％

（ＥＣ事業） ５３２ ５６７ ５０６ -10.8％

連結経常利益 ６７２ ９９７ １，４１３ +41.7％

連結当期純利益 １６０ １９８ ６３４ +220.3％

 

 

○ 連結業績推移 
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１．古本市場事業の概況 

 

売上高 42,332 百万円（2.2％増） 営業利益 2,682 百万円（12.2％増） 

 

・ 過去最高の売上および営業利益を達成 

・ 新品ゲームの高い売上水準を維持しながら、古本や中古ゲームの売上を伸ば

したことで、業績は好調に推移 

・ 出店から一定の年数が経過した店舗の改装や、全店舗における売場レイアウ

トの変更などにより、店舗競争力の強化を追求 

・ 当期は、古本市場中仙道店（岡山県）、東住吉店（大阪府）、大宮三橋店（埼玉県）

の３店舗の新規出店を行い、店舗網の充実を図る 

 

 

○ 古本市場事業既存店増収率 
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前年度のＷｉｉ，ＰＳ3 

発売開始の反動減 

○ 品目別売上高推移 

（単位：百万円） 

 07/2  08/2 増減率  07/2 08/2 増減率 

古本 4,359 4,690 7.5% 新刊書籍 785 785 0.1%

中古ゲーム 6,961 8,084 16.1% 新品ゲーム 24,373 24,296 △0.3%

中古ＣＤ 703 679 △3.4% 新品ＣＤ 1,223 1,153 △5.7%

中古ＤＶＤ 1,070 1,039 △2.9% 新品ＤＶＤ 1,480 1,219 △17.6%

ﾘｻｲｸﾙ品計 13,095 14,494 10.7% その他 100 73 △26.9%

新品計 27,962 27,528 △1.6%

 
 
○ 古本市場出店状況  
 
2007 年 12 月 13 日「大宮三橋店」オープン 
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２．アイ・カフェ事業 

 

売上高 2,816 百万円（4.6％減） 
営業損失△224 百万円 

（前期は 418 百万円の営業損失） 

 

・ アイ・カフェの既存店増収率は 2.3％ 

・ インターピア株式会社の新しい POS システムが開発途上にあることなどにより、

売上高は前期比 4.6％減 

・ 既存店の増収や出店費用の減少により、営業損失は大幅に減少 

・ 立地等を厳選する出店方針の下、直営店としてアイ･カフェ仙台駅西口店（宮城

県）1店舗を出店 

 

 

○ アイ・カフェ出店状況 

 

店舗名 所在地 オープン日 

仙台駅
せんだいえき

西口
にしぐち

店 宮城県仙台市青葉区中央 3-6-1 2007 年 6 月 29 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイ･カフェ 仙台駅西口店 
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３．ＥＣ事業の概況 

 

売上高 506 百万円（10.8％減） 
営業利益７百万円 

（前期は 29 百万円の営業損失） 

 

・ ＥＣ売上は対前年同期比 2.5％増と着実に成長 

・ トナー事業の売却の影響で売上高は減少 

・ 売上高、集客力向上のため、買取強化キャンペーンや各種販促活動を実施 

・ 利益率の高いリサイクル品の売上が着実に伸びたことにより、通期ベースで黒

字達成 

 

 

  ○ ㈱ユーブック売上構成推移            ○ ユーブック会員数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テイツー“もったいない”ファンド」が第 1号出資 

 

「テイツー“もったいない”ファンド」は、当社が強

みをもつ「再使用（Reuse）」関連事業に加え、「資源再利

用（Recycle）」および「消費削減（Reduce）」に関する事

業を行うベンチャー企業を対象に、資金面・経営面でサ

ポートするとともに、３Ｒ関連市場拡大に伴う相乗効果

を当社グループの企業価値向上に繋げることを目的とし

て、２００７年９月に設立しました。２００８年３月に、

今後の成長性や３Ｒ関連市場拡大に伴う相乗効果が見込

めることから、株式会社ヘイプが第一号の出資先となり

ました。 

株式会社ヘイプは、３Ｒ事業のうち「リユース」事業に該当する「古着」を中心に買取販

売する事業を展開されており、お店にある商品が毎週水曜日に 1,000 円ずつ下がっていく逆

オークション方式を取り入れた販売方法のリサイクル古着ショップです。現在は、青森県、

岩手県を中心として「DonDonDown on Wednesday」など13 店舗を展開しております。

当社は、今後も「テイツー“もったいないファンド”」を通じ、当社と密接に連携しなが

ら３Ｒ事業を営む上場の可能性を有する企業へ出資し、当社グループの企業価値向上に努め

てまいります。 
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【 株式会社テイツー 会社概要 】 

設  立：1990 年 4 月 

代 表 者：代表取締役社長 大橋 康宏 

資 本 金：11 億 6,550 万円（2008 年 2 月末現在） 

※ 事業内容：「古本市場」の運営（URL：http://www.tay2.co.jp） 

             インターネットサイトの運営（URL：http://www.ubook.co.jp） 

       インターネット･コミックカフェ「アイ・カフェ」の運営 

（URL：http://www.i-cafe.ne.jp） 

本  社：〒700-0974 岡山県岡山市今村 650 番 111 

東京本部：〒105-0011 東京都港区芝公園 2-4-1 ダヴィンチ芝パークＡ館８F 

※ 店 舗 数：古本市場直営店 88 店、古本市場業務提携･ＦＣ店 25 店、ブック･スクウェア 4店、 

アイ･カフェ直営店 17 店、アイ･カフェＦＣ店 15 店、合計 149 店（2008 年 2 月末現在） 

※ 従業員数：正社員 445 名、パート･アルバイト 1,680 名 

合計 2,125 名（2008 年 2 月末現在）  

注：※マークはテイツーグループに関する情報 

 

 

【 本リリースに関するお問い合わせ先 】 

株式会社テイツー  経営企画部 徐
そう

 

TEL:03-5408-5532 FAX:03-5408-5501 e-mail:ir@tay2.co.jp 

 本資料は、2008 年 2 月期の業績及び今後の経営ビジョンに関する資料の提供を目的としたものであり、当社が発行
する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は 2008 年 4 月 18 日現在のデ

ータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その

情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また、今後予告なしに変更されることがあります。 
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